






中枢神経白血病に対する予防的治療が,小児の急性白血病治療計画に組み入れられて数年

経ってみると,予防療法を施行したにもかかわらず,なお長期生存例の 15%前後に中枢神経

の再燃をみ,さらに予防的治療によると思われる種々の副作用の報告が散見されるのが現

状である。 

今回,著者らは,中枢神経白血病に対する予防療法の副作用の中で,最も重症と考えられる

脳炎・脳症が,本邦においてどの程度発生しているかを知る目的で,アンケート調査を行っ

たので報告する。 


